
企  画  書 

企  画 名 焚火＆親子BBQ交流会 

日    時 令和３年 １１月２２日(火) 

場    所 当施設 

目    的 ・焚火やBBQを通して季節を感じながらゆったりとした時間を過ごし、 

利用児童の家族同士の親睦を深めていく。 

時    間 内   容 備  考 

事前準備 

 

 

 

 

１５：００ 

 

 

 

１６：００ 

 

 

１６：３０ 

 

 

 

１７：００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薪・革手袋・炭・炭ハサミ・バーベキューシート 

肉(８㌔)・焼き鳥(４０本)ウインナー(４０本) 

牛タン(１㌔)・おにぎり(４０個) 

飲み物ミニ缶(4ケース程度) 

 

★薪割・焼き鳥をボイルする。 

・(薪割)ナイフを使って、燃えやすい大きさにカットして

いく。 

・(焼き鳥)調理時間短縮や、十分な加熱をボイルで行う。 

★会場設営 

・別紙にて図と説明あり。 

 

★グリルに火つけ(備長炭)・おにぎり作り 

※おにぎり作りに関しては、お手伝い可能な保護者と 

一緒に行う。 

 

★キャンプファイヤー＆親子交流会BBQ開始 

・グリルで肉類を調理する。 

出来上がった食材やドリンクは、中央のテーブルに 

準備して各自バイキング形式でお皿によそう。 

※先に来た保護者や帰りの早い児童に関しては、なるべく 

 早めに食事を頂く。 

 

★薪に火をつけて焚火を開始する。 

・燃えやすいように加工した木を使って火を付けていく。 

 児童や保護者と一緒に焚火を楽しむ。 

※念のために、水を入れたバケツと消火器の準備をする。 

★レク遊び(時間があれば) 

・紙コップピンポン玉入れ、紙コップタワー。 

・各自で保護者を交えてトランプなどをしても良い。 

 

 

 

 

 

A（進行） 

T(グリル) 

I・M 

(おにぎり) 

O(カメラ) 

 

 



 

１９：００ 

 

 

 

 

１９：３０ 

 

★片付け開始 

・火がついている余った薪や炭は缶の中に入れて保管。 

・テーブルやイスの消毒 or撤収。 

・縁側の掃除や食器類片付け。 

 

★終了 

 

天候が悪い場合は、BBQのみ実施。 

 

☆☆ 反省・子ども達の様子 ☆ ☆ 

・天候が悪かったため、BBQのみの開催となった。 

良かった点 

・駐車場の確保ができていた為、スムーズに保護者が参加できた。 

・事前の声かけで、保護者がおにぎり作りに参加してくれた。 

・全員の保護者が参加できた。 

・どの児童も、家族での会話を楽しみながら盛り上がっていた。 

・食材はほとんど余らずに、使うことができた。(ウインナーが少なかった様、児童が沢山食べていた) 

・ゆっくりと保護者と支援員で会話をすることができた。 

・天候が悪く予定していた縁側での食事はできなかったが、臨機応変に対応することができた。 

反省点 

・炭に火が通るのに時間がかかり、予定時刻よりも２０分程度遅れて食事が始まった。 

 テーブルゲームをして場をつないだ。 

・突風が吹き付け、テントがバランスを崩し倒れてしまった。ケガなどは無く大事には至らなかった。 

 ※雨除けブテントの足場にブルーシートを壁に設置していたので、風の抵抗を強く受けて倒れてしまっ

たと考える。 

・ 

 


